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てんかん協議会委員

てんかん診療拠点機関 センター長
副センター長

鹿児島県医師会 理事1名
鹿児島県精神科病院協会 1名
日本てんかん協会鹿児島県支部 2名
鹿児島県看護協会 1名
鹿児島県医療ソーシャルワーカー協会 1名
鹿児島県精神保健福祉士協会 1名
鹿児島県保健所長会 1名
鹿児島県教育庁 保健体育課長
鹿児島県精神保健福祉センター 所長
鹿児島県くらし保健福祉部 精神保健福祉対策監

事務局
鹿児島大学病院 コーディネーター
鹿児島県くらし保健福祉部 障害福祉課員2名



（１）協議会の設置

（２）拠点機関の業務
ア）てんかん患者及びその家族への専門的な相談支援及び治療
イ）県内の医療機関等への助言・指導
ウ）関係機関（精神保健福祉センター，医療機関，保健所，市町村，公共職業安定所等）と

の連携・調整
エ）医療従事者，関係機関職員，てんかん患者及びその家族等に対する研修の実施
オ）てんかん患者及びその家族，地域住民等への普及啓発協力，協議会で定める指標に必要

な数値等の集計・整理
キ）その他てんかん対策に必要な事項

（３）コーディネーターの配置

（４）報告等

（5）その他

鹿児島県における拠点機関の役割



センター長

副センター長

小児科

脳神経外科

脳神経内科

神経科精神科

薬剤部

看護部

臨床技術部

コーディネーター（MSW)

てんかんセンター運営委員会
てんかんセンター 2013年から



臨床検査技師によるビデオ脳波記録のセットアップと管理ビデオ脳波モニタリング中の
発作時対応の演習

コメディカルスタッフによる積極的な関与

発作対応マニュアル簡易版



コメディカルスタッフのスキルアップ・学会活動支援

• 講演

？ マーク

「マーク：異常波形」
異常と思われる個所や突発波

「？：要確認」
よくわからないが確認希望

• 脳波技師による通常脳波検査時の所見チェック • 学会発表

• コーディネーター資格取得

Drコメントを入力

• 医用工学士の講習会参加支援

背景脳波や賦活所見の記入

異常所見疑い？の確認



鹿児島大学病院の脳波検査件数
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• 2019年末に発足

• 2020年度事業内容
(1) てんかん診療についての普及啓発
①県てんかん診療拠点機関における啓発活動
②医療者向けセミナー製薬会社や医師会などと連携し、医師・教師を
対象とした研修会を開催

(2) 県てんかん診療拠点機関と地域の中核病院との連携
地域医療連携計画において「てんかん」の医療提供機関として公表して
いる医療機関等との連携を進めるため、医療部会を立ち上げる。

(3) 県てんかん診療拠点機関におけるデータの蓄積
①相談支援の実績に関するもの
②相談後の対応に関するもの
③その他
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 脳神経外科 8名

 小児科 3名
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 てんかん学会専門医が

 常勤する病院



医師会・二次医療圏単位での啓発医師会・二次医療圏単位での啓発 支援者・患者や家族への啓発支援者・患者や家族への啓発
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波の会・保健所と連携した啓発講演
      市民向け公開講座





奄美大島

種子島

屋久島

徳之島
沖永良部島

28,925

59,887

12,503

12,503
22,707

与論島

5,091

喜界島

6,966

脳神経外科 2名
神経内科  2名
(小児科    2名)

神経内科開業医  1名
脳神経外科勤務医 2名

脳神経外科 2名
神経内科  非常勤
(小児科 3名)

熊毛医療圏
約4万3千人

てんかん外来開設

てんかん外来開設

鹿児島県は広く、有人離島が多い 26島
離島面積 2,485km2  (/9,187km2   27%)
離島人口 159,863人 (/1,624,797人 9.8%)

奄美医療圏
約10万2千人

脳神経外科開業医 1名



2017年7月22日 1st   Amami Epilepsy Seminar

2018年7月  7日 2nd Amami Epilepsy Seminar

2019年6月29日 3rd Amami Epilepsy Seminar 

奄美てんかんセミナー



てんかん診療におけるITの活用

• オンライン診療

再診

初診

令和２年度診療報酬改定説明資料等
０４ 令和２年度診療報酬改定の概要
（外来医療・かかりつけ機能）より引用

• セカンドオピニオン

(自由診療)

• 遠隔連携診療

(遠隔連携診療料)



一定の
診断・治療

患者を地域に戻す際の安心ツールとしての遠隔診療

地域のDr（神経系診療科）

コントロール良好

コントロール良好
地域のDr
（非神経系診療科）

コントロール良好
ではない

地域のDr
（神経系・非神経系診療科）

オンライン診療
（基幹病院）

＋



てんかんに関する相談件数

県精神保健福祉センター及び保健所

総数 面接 訪問 電話・
メール等

Ｒ１ 41 ５ ４ 32

Ｈ３０ 25 ７ ０ 18

Ｈ２９ ６ １ ０ ５

Ｈ２８ ４ ２ １ １

Ｈ２７ 16 ４ ０ 12

健康増進事業・地域保健事業報告書より

鹿児島県くらし保健福祉部 障害福祉課 によるまとめ

総数 面接 訪問 電話・
メール等

Ｒ１ 15 ６ ６ ３

Ｈ３０ 22 ４ ９ ９

Ｈ２９ 19 ８ ８ ３

Ｈ２８ 17 ９ ７ １

Ｈ２７ 46 16 14 16

市町村

● 県精神保健福祉センターや保健所，市町村が受けている相談件数は，

全相談件数の１％未満である。（全国も同様の傾向）



相談内容

・ てんかんを理由に受診を断られた。

・ てんかんの治療ができる近隣の病院を教えて欲しい。

・ 運転をしたいが不安だ。

・ 薬代がいくらかかるか知りたい。

・ 発作への対応をどうしたらいいか。

・ 手帳が取得できるのか。

⇒⇒ 相談内容は医療から福祉まで多岐にわたる。
     市町村においては、精神保健福祉手帳や自立支援医療の申請手続きの際に、
相談を受けることがある。

鹿児島県くらし保健福祉部 障害福祉課 によるまとめ



【支援者側の課題】

・ 発作や治療等知識や支援方法に関する知識が不足。

・ 相談を受ける機会が少ないため、本人や家族の日常生活の困りごとが

よくわからない。

・ どちらかというと医療機関任せの部分が大きい。

【当事者側の困りごと】

・ 専門医が少ない。

・ 相談窓口がよくわからない。

・ どのような福祉サービスが受けられるのかわからない。

・ てんかんに対して偏見が強い。

鹿児島県くらし保健福祉部 障害福祉課 によるまとめ



行政職向けのてんかん地域診療連携体制事業（研修会）

時期 対象者 内容 備考

R4年度 R5.1.17 行政職員等

「てんかんとともに暮らす
～よりよい支援のための基礎知識～」

「公益社団法人 日本てんかん協会鹿児島県
  支部の紹介」 

オンライン

R3年度 R4.2.18 行政職員等

「てんかんとともに暮らす
～よりよい支援のための基礎知識～」

「公益社団法人 日本てんかん協会鹿児島県
  支部の紹介」 

オンライン

R2年度 R3.2.5
行政職員（保健所・
市町村保健師）

「てんかんとともに暮らす
～よりよい支援のための基礎知識～」

「公益社団法人 日本てんかん協会鹿児島県
  支部の紹介」 

ハイブリッド

R元年度 R1.8.24
教育関係，事業所，
医療関係，行政，

消防

「もっとてんかんを知ろう ～こどものてんかん・
おとなのてんかん～」

医療講演会



令和5（2023）年度事業目標

（１）てんかん診療についての普及啓発 
➀啓発活動への支援 

 てんかんの日 
 パープルデー 
②コーディネータ研修 

（2）県内のてんかん診療の充実
①県内施設のてんかん診療意向調査
医師会の協力下で、てんかんの診療が可能か否かの意向調査 

②てんかん診療連携資材・啓発資材
診療連携資材の導入は可能か
診療時や患者からの質問に使用できる啓発資材の作成
既存の啓発資材についての案内

③就労支援に関する調査

（3）県てんかん診療拠点機関の活動 
➀データの蓄積 
②研修活動並びに研修活動支援（特にコーディネーター）

てんかんの手術 

－知っておきたい基礎知識－ 
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